






















































（Reading Education Assistance Dogs）プログラムについて説明する．R.E.A.D は，動物の
持つ心理的な効果を音読支援に応用した動物介在活動であることから，人と動物の関係
や，動物が人に与える影響についての従来研究を概観する．また，物理的な身体を持ち
社会的な存在であることを重視したソーシャルロボットの研究事例により人とロボッ
トの関係性について述べる． 
第 3 章では音読を支援するソーシャルロボットの要件を整理するとともに，仮想的な
聞き手として成り立つための要素について考察した． 
第 4 章では音読支援に必要な構成要素をロボットに導入して音読支援ロボットを制
作した結果を述べる． 
第 5 章では音読支援ロボットに対しての評価実験と一般展示を行った結果について
説明する．評価実験はつくば市の小学校に通う子供を対象に，制作したロボットに対し
て音読をしてもらい，被験者が音読する様子をビデオ映像で記録して，発話状態，
KINJIRO の動作，子供の「本を見る」「本を指でなぞる」「ロボットを見る」などの動作
のラベル付けを行った．実験の結果では，実験に参加した子供の音読に対する動機が向
上し，聞き手を意識した音読を促されることが示された．また，一般展示では，参加者
が積極的ロボットに対して音読を行う様子が見られた．これらの結果をふまえて子供の
音読学習における音読支援ロボットの有効性について考察した． 
最後に第 6 章では，本研究の貢献について整理したのち，音読支援ロボットの今後の
課題と展望について述べる． 
 
